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1. はじめに 

近年，5G に代表する無線のネットワークの進化[1]も

著しく，クラウドロボティクスと呼ばれるネットワークを介し

たロボットサービスに関する研究がさかんに行われてい

る．クラウドロボティクスのようにネットワークを介してロボ

ットの制御を行う際にアプリケーション主導の制御が可

能なネットワークを構築することでユーザやロボットに対

する QoE を向上することを目指す．そのため，ハンドオ

ーバなどに起因する遅延や品質劣化を最小化する手

法を，アプリケーション主導のハンドオーバを導入し解

決することを提案する． 

 

2. アプリケーション主導のハンドオーバ 

現状のネットワークで得られる電波強度等の情報の

みでなく，ユーザの利用するアプリケーションサービス

から情報を受け取り，より最適なアプリケーション主導の

ハンドオーバを実現する必要がある．５G のハンドオー

バの研究は高速に対応した検討が行われている[2]． 

 

2.1 アプリケーションから取得可能な情報 

アプリケーションから取得できる情報を以下に示す． 

（１）端末のスペック 

端末のスペックに基づき，端末での実行制御 

（２）移動速度 

移動速度により，接続可能な基地局を予測して接続 

（３）移動方向（行先） 

最終目的地のルートにある基地局を優先的接続 

（４）データ通信量の履歴 

データ通信量の情報をもとに安定的な通信が必要か

判定し接続 

 

2.2 アプリケーションサービスからの情報の適用検討 

現状，ハンドオーバを行う際に利用されている情報は

電波の強度のみである．本研究では，従来の電波強度

の情報に加え，アプリケーションから得られる他の情報

を利用することで無駄のない効率的なハンドオーバが

実現できないかを検討する．手法として，（3）移動中の

目的地と移動方向の利用（手法Ⅰ）と，（4）現在と過去

のデータ通信量の利用（手法Ⅱ）を提案する． 

 

【手法Ⅰ】目的地と移動方向から経路に沿った基地局

に繋ぐことにより，ハンドオーバの回数を減らすことがで

きると考えられる．具体的なフローチャートを図 1 に示す． 

図 1 に示すように，位置情報アプリの目的地と経路情報

を用いて，ハンドオーバの接続先候補を算出し，その候

補先と接続先の電波強度を比較することにより，ハンド

オーバを実行するか否かを判断する． 

【手法Ⅱ】現在と過去のデータ通信量の情報からハンド

オーバが必要か判断し，十分な電波を供給できる基地

局に接続する．具体的なフローチャートを図 2 に示す． 

図 2 に示すように，アプリの現在と過去のデータ通信量

のデータを用いて，通信量の使用状況の傾向を分析し，

多くのデータ通信量を必要としているのかを判断するこ

とにより，ハンドオーバを実行するか否かを決定する． 

 

3. まとめ 

5G におけるアプリケーション主導のハンドオーバに

ついて検討状況を報告した．今後はネットワークシミュレ

ータを用いて，アプリケーションの情報を反映させたハ

ンドオーバの実現を評価する． 
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図 2. 手法Ⅱ 
 

図 1. 手法Ⅰ 
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